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 第４章は、第１の研究課題に関連する本調査１（Main Study 1）の予備調査をまとめたも
のである。ここでは、Q方法論による量的分析で使用予定の自己調整学習的視点を調査する
ための質問紙の開発を試みている。自己調整学習研究で既に広く使われている MSLQ 
(Motivated Strategies for Learning Questionnaire)という質問紙をベースに、自主学習















 第６章は、第２の研究課題に関連する本調査２（Main Study 2）の調査研究方法について
述べている。本調査１の９名の参加者について、彼らの６か月から９カ月に渡る英語自主学
習を事例研究として扱っている。自主学習用の教材としては、所属大学が提供しているオン
ライン教材を使い、２週間間隔で自主学習を行うように指示した。この２週間の自主学習に
対し半構造化インタビューを各学習者に実施し、これを計１３回繰り返した。なお、当該イ
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ンタビューは、本論文の基盤となっている循環モデルを構成する予見・遂行・自己省察のう
ち、予見と自己省察についての情報（各回の自主学習の目標設定および当該目標の達成につ
いての内省）を学習者から引き出すために行われるものだとしている。また、学習者間比較
を念頭に、インタビューデータに対しては、自己調整学習理論の枠組みで主題分析を試みる
としている。 
 第７章から第１１章は、本調査２の事例研究の結果を第５章で判明した自主学習後の４
類型に沿ってまとめたものである。第７章は「熟達志向型」（２名）、第８章は「ストレス駆
動型」（２名）、第９章は「気分優先型」（２名）、第１０章は「試験志向型」（２名）、第１１
章は「ストレス駆動―試験志向混合型」（1 名）を扱っている。各章では、各学習者の英語
学習に関する詳細なプロフィールが提示され、各学習者について、自主学習による自己調整
学習がどの程度達成され、そこにどのような要因が関わっているのかを、動機づけ・情意、
目標設定、自己省察の各視点から分析している。 
 最も自己調整学習を達成したのは、自らの成長を重視して自主学習を行った「熟達志向型」
（第７章）の学習者であるという。これらの学習者は強い自己効力感、結果期待、内発的興
味を示し、このような積極的な自己動機づけ信念に支えられることで、繰り返し目標設定お
よび自己省察を行い、自主学習をルーティン化することに成功している。「ストレス駆動型」
（第８章）の学習者は、英語学習を重圧と捉え、義務感を原動力としていることから、自己
に対する否定的な感情が強いという。すなわち、自己調整学習の土台となる自己動機づけ信
念の不足から学習方略が機能しない傾向にあり、結果として自主学習に対するイニシアテ
ィブも低いと分析している。「気分優先型」（第９章）の学習者は、やる気が出るまで学習を
放置する傾向にあり、自主学習はほとんど実行されなかったとする。同型は４類型で最も自
己調整学習が達成されていないグループであり、この類型に属する学習者は自己調整学習
の準備段階にある故に、他者の支援や指導が必須であると考察している。「試験志向型」（第
１０章）の学習者は、他者との比較から得られる優位性が自主学習を促していると捉えられ
ている。この点において、「熟達志向」の学習者とは対照的である。「試験志向型」学習者は、
自己調整をしながら英語を学ぶことができる能力はあるものの、試験に関わる目標がなけ
れば自己調整学習は実質的に進まないとしている。「ストレス駆動―試験志向混合型」（第１
１章）の学習者については、試験志向型の特徴も併せ持つとされているものの、試験を受け
ること自体が目的ではなく、自尊心が低い故に、それを高めるための手段として試験を受け
る傾向にあると考察している。いずれの類型においても、Q方法論によって判明した自主学
習前と自主学習後の自己調整学習的視点の変化が、各事例の自主学習で観察された経時的
変化の特徴と一致していることを確認している。 
 第１２章では、総合考察が提示されている。４類型の学習者の自己調整学習に関する特徴
を横断的に比較し、自己調整学習に影響を及ぼしている要因を自己調整学習理論の枠組み
で詳細に考察している。一連の事例研究から、各学習者の自己調整学習のプロセスは様々で
あり、この違いは学習者の自主学習における目標志向性、自己効力感、価値観・興味といっ
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た自己動機づけ信念の違いから生じていると強調する。まず、目標志向性は自主学習の方向
性を決定するものであり、熟達目標志向性・パフォーマンス目標志向性・外的目標志向性の
うち、熟達目標志向性が自主学習に最も適合するものであるとしている。次に、自己効力感
は実際の学習とそこでの成功体験から生じるものであるが、自主学習において自己調整学
習を実現する上で、極めて重要な要因となっているとする。また、学習者の第二言語学習に
対する価値観・興味については、独習に価値を置く学習者にとって、自主学習環境は自己調
整学習を積極的に推進する上で最も適切な学習環境と言えるとする。総じて、自主学習につ
いて高い自己動機づけ信念を持つ「熟達志向型」の学習者が、自主学習環境で自己調整学習
を最も達成できる学習者であると結論づける。これらの学習者は、その過程で自主学習を継
続させるための戦略的計画と目標設定を行い、自らのパフォーマンスを多面的に分析する
とともに動機づけも制御しながら、最終的に自主学習をルーティン化しているとする。これ
に対し、自主学習をとおして自己調整学習を達成できなった学習者（他の３類型の学習者）
には、このような自己動機づけ信念、特に高い自己効力感と適切な目標志向性が欠如してい
たと考察する。 
 また、同章では、量的分析で判明した自主学習前後の自己調整学習的視点の変化について
もより詳細な考察を行っている。すなわち、潜在的に持っていた自己調整学習的視点が自主
学習を通して顕在化したと解釈し、そこに見られる違いは、どのような自己動機づけ信念の
もとに自主学習が行われたかが反映されているとしている。 
総じて、英語自主学習をとおして自己調整学習を実現するには、自己動機づけ信念が重要
な要素であり、特に目標志向性と自己効力感が決定要因となると結論づけている。そして、
目標設定・自己省察・学習方略の使用は、これらの自己動機づけ信念が伴わなければ効果的
に活用されないということを強調する。 
 第１３章では、結論と今後の課題が提示されている。本論文の目的および本調査１と２の
主な結果がまとめられている。さらに、教育的示唆として、教室外での自主学習を推進する
ためには、教師が学習者に自己効力感の向上を促すこと、そして学習者に適切な目標設定方
法を理解させる必要があることを説く。また、本論文の限界についても言及し、今後の研究
課題としては、実際の自主学習状況を精査することで、自己調整学習が具体的にどのように
行われているのかを探る必要があることを強調する。さらに、自己調整学習が最終的に学習
者の英語熟達度にどのような影響を及ぼすのかを調査することも視野に入れるべきである
としている。 
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II. 論文審査の結果の要旨 
 
(１) 論文の特徴 
 本論文は以下に示す３点をその主な特徴としている。第１の特徴は、教室外の自発的な
自主環境における自己調整学習を扱っていることである。自己調整学習の先行研究の多く
が、教室内における学習活動に関連させて自己調整学習能力の向上を目指すという、いわ
ゆる「指導」に焦点を当ててきた。一方で、教室外での学習環境における自己調整学習に
関する議論は不十分なまま現在に至っている。また、英語を外国語として学習する環境で
は、教室内学習だけで英語力を向上させるには限界があり、教室外での自発的な学習が極
めて重要となってくる。総じて、本論文は、英語を外国語として学ぶ日本人学習者の英語
力向上のためには、教室外自主学習環境における自己調整学習の研究が必須であるとの立
場をとっている。 
 第２の特徴は、「動機づけ」を自己調整学習の研究の枠組みに取り入れることで、包括
的な学習者要因研究を実践していることである。同分野の先行研究では、自己調整学習の
方略的側面を重視した研究が主流となってきたが、本論文では社会認知理論の枠組みで展
開されてきた自己調整学習理論を基盤とすることで、自己動機づけ信念の側面から自己調
整学習を分析している。その根底には、認知的方略も自己動機づけ信念の支えによっては
じめて機能するという考えがある。本論文は、自己調整学習における動機づけの役割を重
視することで、自己調整学習が情意・認知・行動の総体としての多次元的学習プロセスで
あることを強調している。 
 第３の特徴は、自己調整学習の「プロセス」を重視することから、縦断的な調査方法を
採用しつつ、そこに量的および質的分析を融合させていることである。これまでの自己調
整学習研究では、自己調整学習の「能力」面に焦点が当てられてきたが、本論文では自己
調整学習を「プロセス」として捉えている。この立場を強調すべく、複雑系理論における
質的変化を重視するアプローチからのインセンティブのもと、自己調整学習の経時的変化
を事例研究をとおして質的に分析している。一方で、自主学習をとおした自己調整学習的
視点の変化を量的に分析し、質的分析で判明した変化の特徴に客観的な指標を与えてい
る。このような混合研究法を採用することで、プロセスとしての自己調整学習の特徴を包
括的に把握することを目指している。 
 
（２）論文の評価 
 本論文は以下に示す５点において高く評価できる。このうち３点は上記「論文の特徴」
で言及した点であり、本論文の高い独創性を示すものである。すなわち、第 1に、教室外
の自発的な自主学習環境における自己調整学習を扱っている点である。第２に、自己調整
学習研究の枠組みに「動機づけ」を取り入れ、これまでにない包括的な学習者要因研究を
目指したことである。第３に、「プロセス」としての自己調整学習の研究の重要性を説
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き、長期的な視点から自己調整学習の特徴を探り、その手段として混合研究法を採用して
いる点である。これらはすべて自己調整学習研究に新たな視点を与えるものと判断でき
る。 
また、上記３点の他に、Q方法論を採用している点も本論文の独創性の高さを示してい
るものと判断でき、これが本論文の高い評価に関連する第４の点である。本論文では、Q
方法論は学習者を自己調整学習的視点に基づいて分類するために使われているが、同統計
手法は、学習者要因研究はもとより、第二言語習得研究全般においても、あまり採用され
てこなかった手法である。調査参加者の分類には他にクラスター分析などの統計手法もあ
り、Q方法論の採用理由については疑問が残るところである。一方で、Q方法論の実施に
あたっては、その理論的背景についての深い知識、周到な準備、そして高度な分析力が要
求されることから、極めて挑戦的な試みであったと判断できる。そして何よりも、この量
的分析を事例研究における質的分析と融合させているところに、他の自己調整学習研究に
は見られない独自性が表れている。 
第５に、自己調整学習について詳細に調べ、その理論的枠組みに立脚して研究が遂行さ
れていることである。研究のデザインはもとより、分析結果の提示方法に至るまで、本論
文の基盤となっている自己調整学習理論、特に循環モデルの枠組みで議論が展開されてお
り、ここに本論文の高い完成度を見ることができる。 
他方、各学習者の自主学習に対する目的意識が異なる点が調査結果に影響を及ぼしてい
る可能性も否定できず、また、自己調整学習が英語熟達度に与える影響については研究課
題として取り上げられなかった。また、先行研究の概観において、複雑系理論に詳細に言
及しているにもかかわらず、その視点からの考察が十分行われていない。これらの点は今
後の研究において検討されるべきであり、自己調整学習についてのより深い理解へと繋が
ることを期待する。 
このように本論文は幾つかの問題点を残すものの、全体としては極めて高い独創性を有
した完成度の高い論文である。よって、「博士（異文化コミュニケーション学）」を授与す
るに値する内容であると判断する。 
 
 
 
